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1主 題設 定 の理 由

芸術(美 術 ・工芸)の 目標 は、 よ り深 い表現 や鑑賞 の活動を通 して美的感性を高 め ると と

もに、生 涯 にわ たって美術を愛 好す る心情 を育 て、将来、生活の中で何 らかの形で美術 との

か かわ りを もちっづ ける心を育 て たいとい う点 にある。そ こには、表現す る ことや鑑賞 す る

ことを楽 しいと感 じ、 あるいは、表現 す ることや鑑賞す ることに対 し満足感を体験す る こ と

がぜ ひ と も必要 と思われ る。

もともと表現や鑑賞 の深 さは、 自 ら望 んで行為す る ところに生 まれ ると思 われる。特 に、

自我 の確立期 にある青年期 の生徒が表現や鑑賞 に求 めて いる ものが、 どのよ うなの もで あ る

かを正 確 に受 け止 める ことは美術科の授業 を構成す るうえ で重要 なことと思 われ る。

表 現や鑑賞 の授業 の中で生徒が求 めて いるものは、生徒 自身が意識 して いる もの と、意識

して いないな ものとがあると考え られ る。 いずれに して もそ こには多様 な要素 があ ると思 わ

れ る。 また、題材や素材 に対す る生徒の興 味 ・関心 の多様性等 も重要 な要素 であ る。 そ れ ら

の要素 や多様性 を教 師はどのよ うに受 け止 め、生徒一人一人 の制作意欲 にっ なげてい くか を

研究 す る ことは青年期 の美術教育 にとって大切 な ことである と考え る。

そ こで、本部会 では、「青年期 の表現 の多様性を受 け止め るた めの学 習指導 の研究 」 を主

題 と して設定 し、生徒 の美術科 に対す る意識 調査 を実施す る とともに、授業実践 を通 して こ

の主 題 の解明 をす る ことに した。

II生 徒 の 実 態 調 査

1美 術の授業 で好 きな ジャンルはどれですか。 (人)

好 きな ジ ャ ンル

鑑賞

工芸

デザ イ ン

彫刻

絵画

口3年

■2年
i1年

020406080100120

■ 絵 画が好 きだ と答えてい る生徒 が他 の ジャンルより多 い。

2美 術 の授 業が 思 うよ うにいかないときはどの ような ときですか。 (%〉

思 うよ うにな らない こと

色ができない

33

その他

13%

アイデ ィアが

浮かばない

45%

技術が ない

9%
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■ ア イディアが浮かばない ことを原因 にあげてい る生徒が45%い る。

3取 り組 んでみたい課題 (人)

■ 絵画 とコ ンピュータグラフィ ックスをあげた生徒が圧倒 的に多 い。

4考 察 と研究の方向性

■ 生徒 は絵画 はあまり好 きでない と思 って いたが、絵画 、特 に描 くことに対す る欲 求 が

強 いことには驚 いた。

■ この生 徒の豊かな発想力 や絵画的 な表現力 に対 す る欲求を どのように教師が受 け止 め、

日常 の授 業 に生 か して い くかが本研究の課題 とな った。
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皿 授業研究 「生徒の表現意欲を引き出すために」 抽象彫刻

1研 究のね らい

子供 の頃 は、誰 で も自由に泥遊 びを楽 しみ、絵 を描 き、形 を造 る ことを純粋 に楽 しん で い

た。年齢 とと もに、 自己にある一定の枠 を はめて しま うよ うになる ことは否 めない。

だか らこそ、高校生 の時期 に、 より純粋 な形 で もの造 りを味わわせ、 その楽 しさを将 来 に

っな げたいとい うことは、美術教育 に携 わ る者 の願 いである。 しか し、 と もす ると、 日常 の

授業 にお いて は、生徒 に授 業での集 中力 を高 めさせ たいが ゆえ に、教師の指示を強 め、生 徒

が 自ら考 え る幅を狭めて しま うよ うな ことがあるので はないか とい うジ レンマ に陥 る ことが

あ る。

そ こで、美術 の授業 の課題 の中に、生徒 と材料 の直接 的な対話 の量 を多 く し、 自 ら興 味 。

関心を もて る もので、教師 の指示 の少 ない題材 の開発 を 目指 して本研究 をす ることに した。

2指 導のね らい

(1)生 徒が ものを造 る ことを進んで楽 しむ態度 を育 て る。

② 生 徒一 人一人 に形 が生 まれて くる喜 びを味 わわせ る。

③ 制作 に没頭 す る体験 を味わわせ る授業 を展開す る。

3指 導 のポ イ ン ト

(1)課 題 の設定 にっいて

「木彫 の抽象形態」 一 空間 に存在す る新 しい形 一

■

■

■

触覚 を重視 した立体 とす る。

具体物 にはと らわれ ない抽象形 とす る。

材料 には木を使用す る。

(2)木 の有 効 性 に っ い て

口

■

■

■

■

しっか りとした材質感あ り、感触 がよい。

カー ビングの ため、や り直 しが きかないが緊張感が ある。

のみで彫 る技法 に興 味が もて る。

制 作過程 に適 度の負荷 があ る。

紙 ヤス リで仕上 げ るため木 目が美 しい。

(3>材 料 と道 具 に つ い て
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材料i桂 材 83x83x25pmm

道具 両刃 の こ、まわ し引 きの こ、糸 のこ、おいいれのみ、 げん の う、木工 用棒 ヤス リ、

サー フォー ム、平 かんな、電気 ドリル、紙ヤ ス リ(#80、#120、#240)、 補助 用

具 と して、 クラ ンプ、枠木、砥石等

(4)指 導 の実 際

生

徒

の

事

前

説

明

空間に存在する完結 した形 とす る。

台 はっけない。

曲面を生かした形とする。

考え抜 くことも大事であるが、直感の方がよい場

合 もある。

木 との対話をす る形で制作することを大切にし、

鉛筆での下図は描かせない。

{指 導 の ポイ ン ト}

計画性をもって制作する

方法に比較すると多少の行

き当たりばった りの感はあ

るが、制作を窮屈 にせず、

伸び伸びと楽 しめる利点が

ある。

制作途中でせ っか く苦労

して作 った部分を全体のバ

ランスによって切 り捨てる

こともあるが、その決断 も

授業の過程では大切なこと

である。

餐

ぷミ　

欝
:菱

灘
繍叢
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(指 導 の ポ イ ン ト)

制

作

に
当

た

工具を使った経験が少

ない生徒が多い。

サ ン ドペ ー パ ー で や す

る 。

木を彫るスタイルには年齢的な好みがある

工具を使 うことが新鮮に受け止あられてい

るので、そのことを大切にする。

元の角材の形が消え、自己のイメージした

形が表出すると、木の感触を楽 しむように

なり、自分の ものという意識が強 くなる。

木の感触を大切に し、塗装等 はいっさいし

ない。

ヤス リがけの進行に従って木目が美 しく現

れてくる。 この木肌の発見を大切にしたい。

臥

■ 何ができあがるかは木に聞いて くれという制作過程 は、一種泥遊び的要素が

ある。その中で、自然に形のバ ランスを見 る目を養 うことが大切である。

■ 生徒の様子は、制作に没入 している姿 も多い。特に、それまでの課題で興味

を示 さなかった生徒が、興味を示 したケースも多く見 られた。

■ 制作中に教師は道具の使い方等を教えて回る。それは、生徒 といっしょにも

てる楽 しい時間であるが、最後まで生徒 自身の手で完成 させたという実感を も

たせるために、教師が作品に直接手を加えることはなるべくさけた。

■ 感触がよ く、木目の美 しい木などの材料 は、生徒の意欲を刺激す る。

■ 抽象形であってもよくできた作品という生徒の意識 は共通 している。形の美

しさという概念 は生徒のうちに育成されていることを感 じた。

4成 果 と課題

この課題 は、 より多 くの生徒 に制作す ることの楽 しみや制作す ることに没 頭す ることを経

験 させ ることを 目的 と して いるが、授業 中の生徒 の様子 か ら、次のよ うな成果が得 られ た。
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■ 今までの平面作品等 の計画性を必要 とす る課題 では目立 たなか った生徒 が強 い制作 意

欲 を示 した。

■ 完成 した作品 に質 のよい高度 なものが多 くあ った。

■ 生徒 同士 がお互 いの作品を見せあ う場面 も多 く見 られた。

■ 課題 としては、木の大 きさの問題 がある。生徒 によって は、木が大 きす ぎて負担 になっ

た生 徒 もいた。

驚準 ∵構
蘇 ゼ 癒き圃 ㌧、轡

麹
譜

ノ

野

・細

喫

絹職
》

「爵
触

マ

ゐ

ト

」

鑑
ぜ

』
i

幽
》
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「想像画の制作」 生徒の特性を引き出す指導の在り方

1研 究のね らい

青年期 の生 徒 は個性や人格 の発達 とともに、自分 自身 の直観的なイ メー ジや思 いを大 切 に

したい という欲 求が強 くな る。 このよ うな生徒 の気持 ちを制作意欲 に結 びっ け、 よ り深 く自

己の内面 にっ なが るよ うな充実 した絵画表現を経験 させたい とい うね らいか ら、想 像画 の制

作を考 えてみ た。

想 像画の制作 では、生徒が心 の中 にあ るイメー ジを探 り、 自己の 内面 と対話す ることが 大

切 であ る。 この研究 では生徒が制作過程 で表現技能 にと らわれ過 ぎず、 自分 の直感 やイ メ ー

ジをの びの びと表現で きるような指導 の在 り方 や生徒 の多様 な特性の受 け止 め方
、評価 にっ

いて考察 してみ た。

2指 導のね らい

(1}自 分 のイメー ジや発想 に基づ いた制作 により、主体 的な表現態度 を養 う。

(2)色 や形、構成 などの造形的 な要素 とその効果 にっいての理解 を深 める。

(3>お 互 いの作品 を見せ合 うことで、それぞれの特性 の違 いを受 け止 める豊か な鑑賞態 度 を

育 て る。

3指 導 の ポ イ ン ト

(1)課 題 の設 定 「木 を 主 題 に した想 像 画 」 自分 の感 情 や 思 い な どの イ メ ー ジを 表 現 す る

材 料:ア ク リル絵 画 、 画 用紙(27×38cm)

(2)制 作 意 図 を 伝 え る

■ 導 入で木を テーマに孤独、幸 福、怒 りの3っ の感情表現の違 いを即興的 に描かせ る。

■ 作者 の思 いが強 く感 じられ る木 を主題 とした様 々な作 品を スライ ドで鑑賞 し、作者 が

どのよ うに色彩 や形 、空 間設定 、筆使 いなどの工 夫を して いるか感 じと らせ る。

(3>制 作へ の意欲 の持続 を図 る

■ 手頃 な大 きさの紙 にスケ ッチを繰 り返 し制作す る ことで、表現意 図を明確 にさせ る。

■ 自分の イメージを素早 く明確 に表 わせ る用具 と して、 あ しペ ンとイ ンクを使わせ る。

必要 に応 じて、 アク リル絵具 で彩色す る。

■ 自分 の内面 との対話 を視覚 的にっか めるよ うにす るたあ、制作過程 の スケ ッチを フ ァ

イル して残 させ る。

4評 価の観点

(1}自 分の イメー ジを表現す ることに主体的 な取 り組みが できたか。

② 表現意 図を'もち、色彩 や構 図、筆使 いなど表現の工 夫を行 なって いるか。

(3)お 互 いのイメー ジに興味 を持 ち、主体的 な鑑賞活動 を行 なえたか。
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5指 導 の流 れ と指導 のポイ ン ト

〈指 導 の ポ イ ン ト〉 〈授業の流 れ〉

導

入

木を主題にした孤独 ・幸福 ・

怒 りの3っ の感情表現の即興

的制作(1時 間)

一

ス ラ イ ド鑑 賞(1時 間)

ム ン ク 、 シ ー レ、 シ ャ ガ ー

ル な ど

ヤ 制作意図を伝える 一

一

一

一制作意欲の持続を

はかる

制

作

あ しペ ンによるスケ ッチ

(3、4時 間)

一
本制作

(4、5時 間)

お互 いの作品のイ

メージや特性の違

いに着 目する

一 鑑

賞

一 教室内に作品を展示 して鑑賞

まとめと講評(2時 間)

6制 作 の実際

〈M君 の場 合〉

♂
孤独

ス トー リー性 の あ る表 現

魚 蕊

き

御撃/ ・

輪 怒り

ギ

鑑ボ「,

へ 〆

≠ ～

(P孤 独 ・幸 福 ・怒 りの3っ の感 情表 現 が、

状 況 の違 い に よ り表 現 さ れて い る。

作品名 「海の木」

(3)本 制作で は青 く暗 い夜 の海 の中に漂 う

木 の様子が描かれ、文学的 で夢想 的な雰

囲気 を表現 して いる。

鍵翻麟鎌
嚢
纏巌

② あ しペ ンによるスケ ッチで は、孤独 を

テーマに さまざまな状況での木の様子 を

表現 す る試みが見 られ る。
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〈N君 の場合〉 色彩 に よる表現

孤独 幸福 怒 り

(1)孤 独 ・幸 福 ・怒 りの3っ の感 情 表 現 が色 彩
ノ

形 の 違 い と と もに表 現 され て い る。

轡蝋膨

撫

鰹
轡

嚇

憩 轡

麺 轡

無翻驚

ご 腰
錘 塑

嚢
塚 象・蝶

囎
講 臨

る 鋤 『 轟

く ポ 臨 幅 凌

作品名 「日本の秋」

(3)校 庭の いち ょうの木を観察 した後、神秘

的 な色彩効 果の高い作品の制作を行な った。

(2)あ しペ ンに よ る ス ケ ッチ で は、思 うよ

うに表 現 の深 ま りが 得 られ な い 。

蓼

〈S君 の場合〉 感情 移入 による表現

e 感
孤独 幸福 怒り

(1)孤 独 ・幸 福 ・怒 りの3っ の感 情 表 現 が

状 態 の違 い に よ って 表 現 され て い る。

ー
.
茜

琶

γ

.+fir

薩
,(4

◎ ・

ヤ

＼

≠

嵐

,

凱
£
緊

戦蔑

～

ノ

作品名 「さけび」

(3)本 制作で は不安 をテ ーマ

に感情移入 した木 の表現 を

色彩 や動 きの工夫 と ともに

行 な った。

(2)あ しペ ンに よ るス ケ ッチ で は、擬 人 化 した木 の表 現 が 多 くみ られ る。

一9一



〈0君 の場合〉映像性 による表現

欝 蕪鰻

孤独 幸福 怒り

(1}孤 独 ・幸福 ・怒 りの3っ の感情表現 は映像的な

手法で違いを表現 している。 作品名 「神聖として真実の世界樹」

(3)本 制作では闇や光、いかりや希望 といった対立す る概念をひ

とっにまとめるという構想のもとに自己の明確なイメージをそ

のまま表現 している。

ぜ灘 磯 　

議 、 垂
② あ しペ ンによるスケ ッチでは、近 くや遠 くから見た木の様子の表現を試みている。さらに色彩を

使 って下から見上げた様子や木の葉の揺 らぐ様子のスケッチを試みている。

7ま と め

口 本校 において は表現技能 に自信が もてない生徒 が多 くお り、観察 を もとに した絵画 表現

に意欲 や関心を持続 させ る ことが難 しい。直感力や想像力 に恵 まれた彼 らがの びの び と自

己表現 の充実感 を味 わえるよ うにと考 えたのが この題材であ る。制作意 図を言 葉 で伝 え る

のが難 しいため、即興画 の制作や スライ ド鑑賞 によって、経験 的に 『内面 的な イメー ジ』

とい う意味を伝 えたつ もりで ある。その解釈 は生徒の特性 にまかせた。

■ 制作の実際で は、多 くの生 徒 はお互 いのスケ ッチを見せ合 いなが ら、 自分 の イメー ジを

大切 に表現 しよ うとす る姿がみ られた。あ しペ ンと小 さな画用紙 は短時 間にイ メー ジを描

きとめるの に役立 ったよ うだ。また制作過程を フ ァイ ル した ことは、生徒 の試 行錯 誤 や混

乱、 あるいは表現 の深 ま りの様子 を知 るのに役立 った。

■ 素朴 なお もむ きの作品が多 く仕上 が ったが、2っ と して同 じよ うな作品 がみ られ なか っ

た。鑑賞の時 には、 自然 とお互 いの作品 に興味を もっ雰 囲気 が生 まれた。 うまいへ た で は

な く、お互 いの特性が よ く表れている ことを感想 と して述 べた者 が多か った。

■ 講評で は、教 師が生徒 の制作 の様子や作品か ら受 けとめた一人一人の生徒 の特性やイメー

ジにっ いて述 べ るスタイルを とったが、 このよ うな コ ミュニケー ションは重要 で、生 徒 は

大変 関心 を持 って聞いていた。できれば生徒 どうしが意見を交せ るよ うに したい ものだ。
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「校 舎 の 配 色 を デ ザ イ ン す る」

1研 究のね らい

生 徒 自 らが環境の造形 デザ イ ンと して、 自校 の校舎 の配色を考え、校舎改修事業 に参 加 す

ることにより、美術の授業 と日常生活 との結 びっ きを強め、美術への興 味 ・関心を高 め る。

2指 導 のね らい

(1)周 囲 の環境 に調和 した配色 を考 えさせ る。

② 様 々な環境 の造形 デザイ ンを鑑賞 した り、お互 いの作品 を鑑賞 し合 うことで、環境 との

調和 につ いて の在 り方 や課題を追求 させ る。

3授 業 の ポ イ ン ト

(1)生 徒 との コ ミュ ニケ ー シ ョンを重 視 した導 入 (1時 間)

学校 の全面 改修があ ります。

工 期 は、 校 舎 だ け で1年 、 そ の間 君

た ち は プ レハ ブ生 活 で す 。

建築後20年 で内外装 とも傷 んだか ら

補修す るか どうか相談 があ った。先

生方の賛成 が多か ったのでや ること

にな った。

しば ら く不便 にな るけどね、校舎 の

塗 り換 えなんて、度 々や るわけない

のだか ら、 この機会 にみんなで配色

を考え てみ よ う。

授 業 ど うす るの 一 っ1?

ク ラブ は?文 化 祭 は?

プ レハ ブなん て い や だ!

そん な の聞 いて な い!

だれ が決 め たの?

調子 よ くあ りませんか。

話 がで きす ぎてませんか?
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教 師 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

■ まず始 めに、現在 の校舎配色 の問題

点 を考 えて みよ う。

■ ど う して 、 そ う感 じるの だ ろ う?

■ それ じゃあ調和す るにはどうした ら

い いと思 う?

■ み んなが 「これ は調和 した色 の建物

だ 。」 と思 う ものを教えて下 さい。

■ 参考 資料 を見 て考 えてみよ う。

(ビ デオで様 々な建築 を見 る。)

生 徒 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

■ 暗 い。 汚 れ た感 じ。 セ ンスが悪 い。

■

■

■

■

■

黒 っぽ い赤 色 で 塗 られ て い るか ら。

ピン ク も気 持 ち悪 い。

配 色 が悪 い ん じゃ な いか な。

隣 が緑 の多 い公 園 な の に調 和 して い な い 。

なん か 、 ほ こ り っぽ い感 じが す る 。

■ もっ と 目立 た な い色 にす る。

■ 緑 系 の色 にす る。

■ 明 る くさわ や か な感 じに した ほ うが い い 。

■ 安 っぽ い の はい や!レ ンガ張 りで 豪 華 さ を

だ して ほ しい 。

■ ス テ ン レス板 を張 って 、 ピカ ピカ光 るの もか っ

こい い と思 う。 で もまぶ し くて 周 り に迷 惑 か

も しれ な い。

■ 原 色 を 使 って ア クセ ン トを っ け る。 蛍 光 塗 料

なん か も受 け るん じゃな い の?

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

デ ィズ ニ ー ラ ン ドの お城 。 国立 競 技 場

国 会 議 事 堂 。 東 大寺 の 大 仏殿 。姫 路 城 。

N高 校 の校 舎 。光 丘IMAの ビル。

東 京 都 美 術 館 。 サ ンシ ャ イ ン60。

名 前 は知 らな い け ど、 壁 に大 き く絵 が 描 い て

あ る ビル。

パ ル テ ノ ン神 殿 。 ター ジ マハ ル。

反 射 ガ ラスで 、 景 色 の 写 る建 物 。

新 宿 副 都 心 の ビル群 。

ハ ウス テ ンボ スの 町 並 み 。

北 京 の紫 禁 城 。 チベ ッ トの ポ タ ラ宮 。
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教 師 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

■ 「調 和 す る」 と い う の は、 ど う い う

こ とだ ろ う。

■ 「周囲の環境 と調和 した配色の校 舎」

を テーマに して、各 自デザイ ンを描

こう。

■ 出 る予定 はあ りませ ん!

生 徒 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

■

■

■

■

■

■

■

■

周 囲 に ま ぎれ て 目立 た な い こ と。

明 る さが 、周 り と似 て い る こ と。

緑 の 中 に あ る赤 い建 物 の よ うに 、補 色 関 係 の

色 を使 う。

見 る人 が 、 ほ っ とす るよ うな色 づ か い 。

学校 ら しさの で て い る建 物 。

な ん か 、 うま く丸 あ込 ま れ た感 じ… 。

で も採 用 され た らカ ッ コい い よ ね 。

先生 っ!こ れ賞 金 出 るん で す か?

■ 残念だな… 。

(現在の校舎写真 正門側)

(校 庭側)
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(2}

■

■

■

■

(制 作過程 ・パ ース2枚)

饗灘 ㍉ 灘 　 一一
・難 謝 樫典暦黛繋

臨鷹ン

懸 鍵 羅臨 .

難灘懸銭識

授業で の実際 の制作{ス ケ ッチ ブックに描 く(6時 間)}

校舎正門側 と校庭側 の下描 きをす る。(パ ー スを写す)

それぞれ、自分 の好 きな配色で塗 る。

配色 の コ ンセプ トを書 く。

お互 い に講評 しあい、問題点を探 る。

(作例1)

毒

ヲ
恕

凄
あ

ぐ

-

㌔
r

、版

認

メ

鋤

γ
ー
ぷ

ー

〆.
、

ご廠 轟嚥嚇 畝㌃
。磁蕗 鍵

㌧ ・〆klll!

。,」 ■r…5s

ノ 鎌 瓶 風 旨 婁

{/凶 曳 声轟 凶
「校 舎の壁が とて も寂 しいの で、 に ぎやか な

絵 を描 いてみ たい。元気がで ると思 う。」

(授 業風景)

一ジ 曳 葦

「細か い色塗 りって、 けっこ う難 しいん だよね。」

(作例2)

、,麟 轟幽 箏
一 幽 虚 艸

ず轟讃

モ 　 ヤ　 ゴ ヴ

琶懲 泌帯'驚 驚 鍵5∵ 戴欝 二£

1灘 繊.難:泌 轟 織 綴繋
「ソフ トなパ ステルカラーで塗 り分 け る。」

4評 価

で きあ が った 生 徒 のパ ー スを分 類 す る と次 の よ う な傾 向 が み られ た 。

(1}思 った よ り派 手 な(彩 度 の高 い)色 あ い の作 品 が 多 い。

(2)学 校 ら しさや 落 ちっ い た雰 囲気 を 出す のが難 しい。

(3}斬 新 な イ メ ー ジの作 品 が 多 く、 エ ネ ル ギ ッシ ュで あ る。
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■ 生 徒 の言葉(作 品 のコ ンセプ ト)

気高 い丘 に太陽の光を受 けて、 さわやかな朝 日の中 のH高 校 。緑 あふれ る光 丘 に若 い希

望 と夢 を もって、若人の集 まるH高 校 。そんな、若 さとさわやか さを兼 ねた色で イメ ー ジ

ァ ップを図 る。

未来都市 に は、 こんな さわやか さが必要か もしれな い。

何 色 だ か は っ き り言 え な い。 あ くまで 中性 的 に 。 これ か らは 「中性 的 」 とい う言 葉 が ポ

イ ン トに な る と思 う。

様 々 な人 に受 け入 れ られ る、 「中性 的 な色 」。

そ ん な 色 に こ だわ って み ま した。

暖 か く 私 たちを受 けとめて くれ る校舎。優 しさのある校舎 。

多 くの人 たちがあ こがれ る校舎 。

いっ も変 わ ることのない、生命力 にあふ れる校舎。そ して思 い出に残 る校 舎。

5今 後 の 課 題

(1>あ りき た りの(街 中 で よ く見 か け る よ うな)配 色 に は した くな い。

② 四 季 の 移 り変 わ りに配 慮 し、 周 囲 に映 え るよ うな校 舎 で あ りた い。

(作例3)(作 例4)

欝 『「
ダノ

押

=""
..薩`

議霧■順
/

㌔、

蒔 て

ギ

〆♂〆'

`馨 鋸,

/ 響

轡

翻

、禰

、織

「空と雲と森の緑を描 く。光丘公園の一部にな

れると思 う。」

「校舎 に虹 や太 陽が出ていた らきっとみん な喜

ぶで しょう。」
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i

「あ なた に と って 美術 の授 業 とは な ん だ ろ う… …」

～高校 生 を囲 ん で のパ ネル デ ィス カ ッシ ョン～

1本 研究 のね らい

我 々美術教 師 は 「何 を教 え、そのためにどう実践す べきか」 そこを問題の原点 として きた。

特 に、芸術教科 の特性 は、す でに出来上が った価値体系 の伝授 より も、造形を通 して生 徒一

人一 人が 自ら体験 してい く場 を実現す ることに最 も教科 と しての意 義が あるので はないか と

思 う。そ こで、生徒 が 目指す美的体験の実現 のために、我 々美術教 師 は、 「生徒 が期 待 す る

授業 、教 師のパ ー ソナ リテ ィ、 そ して美術 を通 して得 られる最高の充足感」 などにいっ も謙

虚 に目を向け、教 師 自身 の価値概念 と比較 しなが ら、緊張感の ある生徒 との人間関係 を保 ち

っっ 、「何かを生み だす」創作者 と して付 き合 って い く姿勢 を前提 に しなければな らな い。

特 に、美術 を選択 す る生徒 は感性 に富み、教 師の造形力 のみ な らず、人格 まで も鋭 く見抜

く傾 向があ る。そのよ うな生徒 たちの教師への期待 に応 え、我 々美術教師の在 り方 を顧 み る

き っかけ とす るために、 このデ ィスカ ッシ ョンを行 った。

2デ ィス カ ッ シ ョンの テ ー マ

(1}今 ま で に最 も印象 に残 って い る美 術 との 関 わ りにつ いて 。

② 美 術 の授 業 は ど う して必 要 か 、何 が 大 切 か 。

③ 美術 の先 生 は ど うあ るべ きか 。

(4)美 術 に没 頭 す る こ とで生 徒 自身 に もた らす一 番 大 切 な こ とは何 か 。

生 徒 との デ ィ ス カ ッシ ョンの 内容 よ り 一

日 時1995年10月19日(木)都 立F高 等 学 校 第1美 術 室

メ ンバ ー:生 徒8名3年 選択 女 子S1、S2、S3、S4、S5

男子S6、S7、S8

教 師1名T

T

S6

それで は今 日は美術 の生徒 と一緒 にデ ィスカッシ ョンを したい と思 います 。 この

ディスカ ッシ ョンのね らい はぐ先生か ら一方 的に こうい うふ うにす べ きで あ る とか

押 しっけ的 な もので はな く、君達生徒側が こんな ことを したい とか、生徒 自身 の生

の声 を もっと、他の先生達 に聞 いて もらいたいという僕のね らいで行 うものです 。

テーマの4っ に関 して話 を進 めて いきたと思 います。僕 も君達 と同 じ立場 で考 えを

言 いますか ら、君達 も気楽 に言 って下 さい。 これか らまず君達 にテーマ 「(1)今まで

に最 も印象 に残 ってい る美術 との関わ りにっいて。」 にっ いて なん です けれ ど、 ど

うだ ろう。S6君?

具 体 的 な例?そ うい う もの は な くて 、 い っ も描 い た り、 っ.く った り して い る の

が気 持 ち い い。 そ れ が一 番 だ とい うわ けで はな いけ ど、美術 って言 葉 にな らな い じゃ

な い で す か 。 見 た り感 じた りす る こ とで しょ。 そ うい う もの が 、か た ち に で き る と

い う こ とが うれ しい 。 い っ も印象 に残 る とい え ば残 って い ます 。
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S4 ず 一 っ と絵 を描 くの が好 きで 、高 校 に入 って何 か ガチ ャ ガチ ャや って いて 、 結 局

の と こ ろ、 や は り私 は絵 を描 くの が好 き なん だ って い う こ とが わ か って き て 今 描 い

て い るわ けな ん で す 。「空 間 」 とか わ か らな い し、 い ろ い ろ 塾 の 先 生 とか 難 し い こ

と言 う し、 こ う 「出 て くるか ん じ」 とか 、 い ろ い ろな こ と言 うけ れ ど、 自分 で や ん

な き ゃわ か らな い し、描 い て て嫌 にな っ ち ゃ う こ と もあ る 。嫌 に な って も や っ ぱ り

絵 は描 き た い し、 そ うい う感 じ しか 心 に はな い。

T 僕 だ って同 じだよ。ただ高校生 の頃、芸 術 って いうのを真剣 にや ってみ るとや り

がいがあ って、最初石膏 デ ッサ ンってのを一 回 はチ ャレンジす るよね。それ で10数

時間 かけて、苦労 して描 いたん だけれ ど結 果的に先生 にそれを全部 消 され て しま っ

た。 けれ どもその後パ ッと描 いた らす ご くうま く描 けたんだ。それ は全部 自分 の力

だか ら、それ だけで自分 にと って描 くことが自分 のモノになったというかん じがあ っ

て、そ うい うこ とを一 つ一 つ経験 して いるだ けなんだ。今 で もね……。

S6 おかがすいた らゴハ ンを食 べ るじゃない。絵 を描 きたい時 っておなかが す いた 時

と似 ているのよね 。それで絵 を描 いた らゴハ ンを食 べた時 と同 じよ うな幸 せな気 分

になれ るから……。 ウー ンとだか ら、そん なかん じ。

T それで は最初 に看達 が美術を好 きになったきっかけを聞いたわけだ けれ ど、 これ

か ら聞 きたいテーマ② 「美術 の授業 はどう して必要 か、何 が大切 か。」 に入 ります。

まず現実 的な問題 と して美術が減 らされそ うなんだ。ゆ とりとか個性化 の授 業 が必

要 とい って も、 こうい うものは ごく一 部の人だ けの もの とか 、受験 に は関係 の な い

もの とか とい う理 由で、完全 に選択 に してな くして もいい とい う考 え にな って きて

い る。 それだけに、 どう して美術の授業 は必要 か、何が大切 なのかは っき りさせ な

くち ゃいけない と思 う。そ こで君達か らもっとPRし て欲 しいんだ。

S7 だ け ど、 一 般 的 に美 術 が好 きで な い人 はそ う思 うだ ろ うね 。 な く しち ゃ い け な い

け どね 。

S6 うま い とか 、 へ た とか とい うよ りも、表現 す ると い うこと に意 味が あ る と思 う… …。

S4 中学 校 の 頃 、美 術 がす ご く好 き な子 が いて 、確 か に そ の子 は うま か った け ど 、 先

生 が そ の子 の こ と嫌 って、 す ごい成 績 を っ け られ た ん で す 。楽 し くや って た ん だ け

ど 、今 で もそ の こ とを け っ こ う気 に して い ます 。 先 生 に つぶ さ れ ち ゃ う っ て こ と あ

る よね 。

T な るほ どね 。 テ ー マ(3)の 「先 生 は ど うあ るべ きか 」 と い う こ と も含 めて 、 ど ん ど

ん発 言 して くれ るか な 。大 事 な こ とだ ね 。 は っ き り言 って僕 も今 で も 自信 はな い 。

い や本 当 だ よ 。

S5 先 生 は い い方 だ よ 。 〈笑 〉

T いや、 どうもあ りが とう。ただ僕 はいっ も自分がっ くる とい う意 識 を もって い る ことだ

と思 う。30、40、50歳 にな って もいつ も自分はつ くるんだ 、つ くるんだ とい う、何 か を生

み だす という意識 さえ失わ なけれ ば、自分の考 え とい う もの を ス トレー トに言 って もい い

と思 うけれどね。僕 は こう思 うとい うことを絶対正 しい とは いえ ない けれ ど、 少 な くと も

実際 に長 くつ くり続 けているので あれば、 こうなんだ と言 え る立 場 に あ る と思 う。 僕 は少

な くと も美術 の先生 というの はその姿勢だ けはな く してはいけないと思 う。

m 先生へ の評価 で、その教科の好 き嫌いは必 ずあるよね。
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T そ こで もう一度、美 術の授業 はど うして必要か と言 うことだけど、嫌 で も何 か を

生み だす とか、つ く りだす とかと りあえず、お尻 を打 たれ ないとやれ ないよ。 そ の

経 験 とい うのは高校時代 しか味わえない ものが ある。大人 になって現実的 に生 活 の

中で、そん なに そ うい う経験 をやれ るとい うものではない。

S8 方程式 を解 けばそれです む とい うものばか り じゃな くて、 もっと人間性 を考 え る

授業が必要 だ と思 う。

57 芸術 関係 は唯一得点 にあ らわれない。そ うい う世界をみんな知 るべ きで、 何 で も

白黒 あ る世界 を思 うのはおか しい。

S6 大 きく言 えば、 そ ういう美術 の授業 のよ うな ものを減 らす とい うことは、機 械 人

間をっ くるとい うか、思想統制 みたいな もので しょ。だか らもっと美術 の よ うな授

業を増や して 、一人一人の価値観 を増や して、例 えば、それが反発心 だ った り、 人

それぞれの個性を育てる ことが授業だ と思 う。

S7 僕の よ うに昔か ら美術 が好 きな人 はいい。勝手 にや るか ら。問題 はそれ以外 の人

達 です。中学、高校 の時 はそ うい う機会を与 えない といけない。中 にはず っ一 と算

数 が得意 だ った けど、中学 に入 って ちょっと美術 をや って ると得意 にな って しま う

人 もい る。国語 でも数学 でも、美術 も出会 うという点からみれば同 じはず じゃない7

T そ うだよね。本当 はそ うあるべ きだけど、多分、評価 とい うことに こだわ る ん だ

よ。他 の教科 はテス トとか はっきりで るじゃない。 けれ ども美術 はさっきか ら言 っ

て いるよ うに、先生 の主 観 によ るか らとい って、客観性 がない と大事 に しな い と思

うんだ。だか らや は り、先生が どうあるべ きか とい うことはこの教科 はかな り大 事

な ことなん だよ。ず っと大事 なんだ。一見、勝 手にや って いればいい とい う感 じだ

けど、多分美 術の先生 に よって、作品 の傾向やそので き方 がで るよね。 そ こで や は

り美術の先生 はどうあ るべ きか。

S2 先 生 はね 、知 らな い こ とを教 え て くれ な き ゃ困 る。 ま た、 適 当 に ほ って お い て ほ

しい し。 こ っち は一 生 懸 命 考 え て る の に 、 こ こ は こ うな ん だ よ と割 りこん で き た り

しな い で 。 これ は僕 の 意 見 な ん だ よ 、 と い って 教 え て ほ しい 。

T う一ん 。 そ の タ イ ミ ングが そ の先 生 の力 量 だ な。 だ め で す ね 、僕1ま … … 。

全 〈笑 〉

S1 美術 とはや り方 とい うものが一通 りでないか ら教 えようが ない し、本人 が や る し

かない。

T 自分 が先生 だ とした らど うした らいい?〈 笑〉

S5 先生 はオープ ンで いて欲 しい。

T や は り、僕 は教え ることに完全 に自信 はない。 自分 の得意 な ことしか自信 はない。
美 術 って いろん なことがあ るで しょ。絵画 ひとっで も自分 は ここだ とい う こと しか

自信 はないんだ。 ここの線 はど うい うものか とか専門家 とはそ うい うことが激 論 に

な るんだが、で もそれで価値が決 まって くるんだ。そういう次元の ことで真剣にや っ

ているんだ とい うこ と しかな いんだ。端 か ら見 れば何で線一本 に こだ わ るん だ とば

かばか し く思 え るか もしれないが、 ここの色 は、 ここの テクスチュアが大切 だ と、
そうい うこだわ りの態度を僕はみせてい くしかな いんだ。

S3 先 生 って い な くな って もい い 。美 大 とか 目指 す 人 に は デ ッサ ンとか教 え る必 要 も

あ る け ど、 ただ や って いる人 に は 自分 の 好 きな ふ うに や って い れ ば い い。 とにか く、
そ の 辺 に な に げ な くい る ぐらい で十 分 で は な いで しょ うか 。

全 〈笑〉

一18一



T

S1

S8

S4

S7

S6

S5

S3さ ん の いな くて もい い とい って も、 や は り いっ も生 徒 の こ とを見 っ めて い る、

大 事 に して い る… … そ の雰 囲 気 が まず な け り ゃ ダ メだ よ ね。 じ ゃあS1さ ん の よ う

に 、 自分 で や る しか な い とい うの に、 こん な に一 杯 の人 の中 で何 故 や る必 要 が あ る

のか とい う と、 自分 一 人 だ け でや れ る と い うの は、 そ こまで い くに は本 当 に 自分 の

表 現 は これ しか な い とい う自信 が な い と無 理 な ん だ 。そ れ ま で は誰 か と触 発 しあ う

しか な い ん だ 。 そん な こ とが 美 術 の授 業 の大 事 な こ とだ と思 う。 周 りに誰 か が い る

こ とで 、 ち ょ っ とで も触 発 に な る。 そ の よ うな こ とが 大 切 だ と思 う、 あ ま り結 論 は

で ませ ん で した が、 そ れで は最 後 の テ ー マ(4)の 「美 術 に没頭 す る ことで 君 達 に もた

らす 一 番 大 切 な こと」、 そ れ を言 え る人 か ら言 って くだ さい 。

作品 とかつ くって、 自分には こんなことがで きるんだな一 と思 うことが で きる こ

と。

雑 念 とか 消 して しま って 、 自分 が一 番 した い こ とが 自由 に で き る とい うか 、 嫌 な

こ とが あ っ た と して も ひ とっ の こと に集 中 で きて 、 ひ とっ の こ とを テ ー マ に 決 め て

仕 上 げ られ る。 自 由 に 自分 の した い こ とが で き る こと 。作 品 をつ く り終 わ った 後 に 、

作 品 と して 自分 が 仕 上 が った と い う感 じが 、 他人 の 目 と して 自分 が 見 て と れ る 。

何 だ か描 い て い て よ く分 か らな い け ど、分 か る時 もあ る。起 伏み た いな もの が あ っ

て 、 私 が 精 神 的 に ぐらつ いて い る 時 は描 い て い て ぐらつ いた もの しか な ら な い 。 ま

だ そ こ ま で集 中 で きて な いの が い けな い ん だ け ど、 自分 との 大 きな 関 わ りが あ っ て

私 は 描 くと い う こ と をや って い る か ら、描 くと い うこ とが 私 と関 わ りあ って 、 と り

あ え ず 一 応 完 成!こ れ で 完成 だ と 自分 を見 た時 に充実 感 が あ る。昔 の やつ を見 て、

あ 一、 こん なだ った な と、 あ ん ま り 自分 の こ とを 普段 考 え は しな い と思 うか ら。 で

も、 と にか くこの へ ん だ け じゃな くて 、 この へ ん とか全 部 、 こ こ と こ こが 関 係 して

い る 感 じが す ご くい い 。別 に よ くな いん じゃ な い け ど、没 頭 して 、 あ 一 で きた な 、
で きな か った らな ん で で きな い ん だ ろ… … そ ん な感 じが い い な 。

う一 ん没 頭 す る って言 って も、 僕 の場 合 や って い て も周 りの声 は入 って くる 。 私

は しゃ べ りな が ら もで きる タ イ プで 、 そ こが他 人 は違 う。 と りあえ ず や って 、 や っ
た後 に人 に見 せ ます よ ね。 それ で 人 か らの意 見 とか 人 を 喜 ばせ た りす る こ と が 好 き

で す 。 そ れ で 自分 で楽 しむ って い う感 じだ か ら。 わ りと分 か りや す い絵 が好 きだ し、
ピカ ソ って い うよ り、 人 に受 け る感 じが 。 お客 に コ ビを 売 って い る と思 う人 も い る

け ど、 僕 は それ が 好 きだ か ら。 だ か ら分 か りやす い話 とか 好 きだ し、 だ け ど そ れ が
一 番 難 しい ことで もあ る

。 人 に は分 か ら な くて も 自分 だ け分 か って い れ ば い い と い

う世 界 もあ る 。 そ う じゃな くて 、人 に も分 か る し、 自分 に も気持 ち い い し、 そ れ が
一 番 じゃな い か な … …

。 だ か ら、没 頭 はす る け ど、 そ れ 以上 に 人 に 見 せ ち ゃ うの が

好 きで す 。

や っぱ りね 、 美術 や って い る こ と 自体 、 一 番 こだ わ れ る もの だ し、 国語 や数 学 で

これ だ け こだ わ れ と言 わ れて もで き な い!本 当に美術 が一 番好 きだ し、それ を や っ
て い る 自分 も好 き だ。 自分 の描 い た絵 を 他 の 人 が見 て 、 い い ね!と 共 感 で きれ ば そ

れ が い い。 お金 が入 って くれ ば もっ と いい な … … 〈笑 〉 。今 しか 言 え な い か ら や っ

ぱ り言 うけ ど、 一 生 付 き あ って い きた い もの だ し、 や っぱ りク リエ イ テ ィ ブな 人 間

に な りた い。

な ん か 自己 満 足 と い うか 、 … … 当 た り前 の発 想 なん だ けれ ど、 自分 が 元 気 で音 楽

もそ うだ け ど、 自分 が元 気 で美 術 もそ うだ けれ ど、 作 曲 とか は別 だ け ど、 た だ 聞 く

だ け で … …考 え て た け ど忘 れ ち ゃ った。 〈笑〉 な ん か 、何 もな い って感 じ。 で も 何

か 自 己満 足 と い うか … …。 音 楽 って なん か や っぱ り うま い 、へ た が は っ き り して い

る。 決 ま った もの が あ って 、 うま く弾 けて る とか が あ る。美 術 も技 術 はあ るけ ど 、
自分 で よ けれ ば そ れ で い い と い う気 が す る。
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S2 似て いるか もしれ ないけれど、私、 いろんな ことに感動す るん だけど、 その時 に

絵 を描 くのが好 きだ し、 うま くしゃべれない けれ ど……愛 とい うか、人 に絵 を見 せ

て喜 ばれ るのが好 きです。あ一上手だね と言 って くれて、一応好 きとか嫌 いとか絵

に関わる と何を して も自分が満足するか ら……それが いい。

T な るほど……。その残 してお くってい う感覚が大切だね。意外 と これ く らいの年

にな って、高校生 の時の ものを残 してお くとね嫌なんだけど、だけれどもそれは残 っ

て いる。その嫌 な ものがね。

S2 自 分が い た な!そ ん な感 じが … … 。

T そ う。 そ うだ 、 そ の とお りだ 。多 分 、 そ の感 じが 他 の教 科 に は あ ま り な い ん で は

な い か な 。恥 で もい いん だ 、 表 現 す る とい う こと は… … 。S3さ ん 、 ど うか な?

S3 言 われち ゃった。 〈笑〉私 も満足 で、や って いる最 中の自分が なんか うま くい っ

ている とか、いないとか関係な く全部 自己満足で。それでつま らないか ら帰 りた い

というのも満足。

S5 ないという感覚が 、みんなが好 きという満足 と同 じ。

T` う一ん、 なるほどね。なかなか満足 を得 るとい うことが学校 にはないのか な、 授

業 とか ……ね。で もその満足 を得 るということは しんどいことをや らな くち ゃい け

ない んだけどね。講義で聞いていれば、それ はそれで楽 だけどね。 だか ら僕 か らの

注文 は 「もうち ょっと頑張 って くれよな……」 とい うことをや って もらうけどね。

ち ょっ としん どいこと、や っぱ り大人 にな って僕 みたいに美術 を していて も、 あえ

て しんどい ことをや らな くち ゃいけない。満足を得 るために、先生 もよき理解 者 で

な けれ ばいけな い。 〈笑〉

全 う ん 、 そ う だ 。

今 日の 話 し合 い はよ か った。 一 応 これ で終 わ るね。 ど う もあ りが と う。 発 表 会 の

時 、 この卒 制 を展 示 して るか ら、 しっか りっ くれ よ な。 もの を 表 現 す る こ と は 、 あ

え て プ レッ シ ャー を 自分 にか け る こ と。頑 張 れ よ!

3本 研 究 の 成 果

■ デ ィス カ ッ シ ョ ンを終 え た印象 と して 、
、

生 徒た ちと心か ら言葉をかわ したすがす

が しさが残 った。生徒 たちが教 師 に求 め

るもの は、作 品を通 じての心 か らの対 話1

であ ったので はないか。登校拒否 、 中退

等 が増加 す る現状 の中で、芸術教 科 は教

育 システ ムのマ ンネ リ化 か らの浄化 、 再

生 を最 も担 え る資質 を もっている。 そ こ

を自覚 し、新 たに頑 張 りたいと思 う。

医＼

欄噺、
、

_瀞
㍉

卿

噸勲
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撫 鰹、

織継

一20一



「完 成 作 品 を 大 切 に 」

一 作品の装飾性 ・利用度を高める一

1研 究のね らい

美 術科 にお ける絵画 の指導 は、制作を中心 に行 われ、制作が終われば作品 は完成す る。 そ

こで、授業 は終了す るのが一般的 な過程 であ る。 しか し、実際 には、絵画 は壁 に飾 るとい っ

た装 飾的 な行為を経て完成す るので ある。完成 した作品を部屋 の壁 に掛 けた ときは じめて、

作品が見 るものに語 りかけて くるのである。作品の評価 もそのときに自ず とできるものであ る。

そ こで、本研究 にお いて は、生徒が授業 で制作 した作品 が実際 に家庭 に持 ち帰 られた後 ど

のよ うに利用 されて いるのか、 また、家庭 では、どのよ うな大 きさや種類 の作品 が飾 りや す

く利 用度が高 いのか を生徒の ア ンケー ト調査 か ら明 らか にす るとと もに、 そ こか ら得 た結 果

を授 業 に生か し、題材 を改善す ることをね らい とした。

2指 導のね らい

(D作 品の最終的 な行 き場所であ る家庭 において、作品を有効 に利用 しよ うとす る意欲 を育

て る。

(2>作 品の内容 、大 きさと額縁な どの関係 を生徒 に理解 させ、場所 にあ った展示方法 な ど に

っ いて も考 え させ、進んで作品を大切 にす る態度 を養 う。

3指 導の実際

(1)授 業の計 画

1年 生 作品の装飾 2年 生

1

学

期

1 1

油絵(模 写)

F6号 の キ ャンバ スを

使用

＼
一・雪二矯 爾i1臨 吊 垂i

■ ■ ■ 圏1■ 一.■

/.匿1闘 圏r

/ア ナ モ ル フ ォ ー ズ

2

学

期

幽 1

＼

コ ラ ー ジ ュ

油 絵

F4号 、SMの キ ャ ン

バ ス使用

3

学

期

1 ,

/

銅 版 画

素 描
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(2}指 導 の ポ イ ン ト

■ 木 枠 を っ け る

■ 作品の実際(油 絵)

'P

～

ぎ

∴雛堵

、

↓

ず

報

/
O

紮
}

。A4の ク リヤ ー フ ァイ

ル の中 に模 写 の対 象 と

な る絵 が 入 って い る 。

1整1
喚勘

鎗.

 

誉

ひ

麟

ダ

　

燕

磯
雛
師
・

1
ー

⊥
「

毒

マ蟹

メ

魁 縛 繊
ぜ、

寧

欝†一
アガチス…{舗1

*1年 生 は、F6号 で模 写 を 行 った 。

*2年 生 は 、F4号 、SMの2枚 の制 作 を 行 った 。
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■ 水彩 の額 に入れ る

・20×27セ ンチ の

枠 にお さ ま るよ

う コ ラ ー ジ ュ、

銅 版 画 を 制 作 さ

せる.＼
・サ イ ン は筆

記 体 で最 後

/ に丁 寧Gこ言己

入 さ せ る 。

"ff∴
♂ 、

■ 生徒作品

覇
0%t

i

F

/ ↑ ＼

コ

ラ

ー

ジ

ュ 鞭 叢

4
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■ 生徒への ア ンケー ト調査結 果

・完成作品を家庭 に持 ち帰 って どう したか。

飾 って いる 飾 って いない

瀕 玄関1 自分の部屋 居間など プ レゼ ント 押入など 不明 ・廃棄

1

年

生

油 絵

、模

年L璽
コ ラ ー'

ジ ュ ・

銅 版 画

写12 24 24 3 28 6

8 2 10 4 51 37

2

年

油 絵i

驚115
za

l
20 25 20 18

幽

生i雛
i・ 号i

2 14 15 8

i
37 32

■ 考 察

ア ンケー トの調査結果につ いて は、以下 のよ うに考え られ る。

・家庭 に持 ち帰 り、「飾 る」「飾 らない」 ことに関す る学年差 は少な く半 々であ る。

・版画 や コラー ジュと油絵模写で は、油絵模写 の方が飾 る率 は高 い。

・同 じ油絵 で もよ り小 さい作品を飾 る傾向にある。 また、静物 画や想像 画 より も模写 の方

が飾 られる率 は高 い。

4成 果 と課題

■ 本校 で は、以前 、8号 以上 の油絵の授業を行 って いたが、生 徒が完成作品を持 ち帰 らな

いで校 内に置 きっぱな しにす る ことが多か った。3年 前 よ り6号 以下 に変えてみたところ、

置 き去 られ る作 品が激減 した。大 きな作品を伸 び伸 び と描 くこと も重要 なことだが、 描 い

た後 、捨 て去 られ るとい うことも大 きな問題 である。 日本の住宅環境の こと も考 え あわ せ

ると描 く作 品の大 きさに も限界 があるので はないか。

■1年 生 の授業 で水彩額 に コラー ジュ、銅版画な どの作品 を入れ させ たが、調査 の結 果 を

み るとあ まり有効に利 用 されてい るとは思われない。額 のデザイ ンや作品 の内容 も今後 の

検討課題 であ る。
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